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１．はじめに

「鹿
か ぬ ま つ ち

沼土」は，盆栽づくりや草花を育てるときに使う培

養土の一つで，最も良く知られた銘柄です．園芸関係のネッ

トショッピングや通販でも手に入れやすく，これらによる

と「鹿沼土」とは，農業や園芸に使われる栃木県鹿沼市産

出の軽石の総称で，赤城火山から噴出された降下軽石であ

ること，径数 mm から 3 cm 程度のやや軟質の軽石で，適

度な保水性を持ち，通気性が高く，雑菌を殆ど含まないこ

と，吸着性があり肥料分を逃さないこと，強い酸性土であ

ることなどの特徴があり，サツキなどのツツジ科の植物や

東洋ランなどの栽培には欠かせないといったことがわかり

ます．

鹿沼土は，関東ローム層と呼ばれる赤土層中にある赤城

火山からの降下軽石層が採掘されているものですが，地質

学・鉱物学的な解説は少ないようです．そこで本稿では，

基礎的な地質学的知見を整理し，鹿沼現地の状況を紹介し

ます．鹿沼といえば，産総研のあるつくば市から直線で北

西に約 60 km，車で 2 時間ほどの所，思い立ったのを機

に，現地を訪ねてみました．

２．「関東ローム層」と「鹿沼軽石」

（1）関東ローム層
関東平野には関東地方の北から西側にある火山から噴出

され，降下・堆積した火山灰や軽石などからなる「赤土」

が広く分布しています．赤土の粒度が土壌学上のロームに

相当することから，長い間詳細不明のまま「関東ローム」

と呼ばれてきました．

戦後，東京周辺では武蔵野台地や多摩丘陵などで，河岸

段丘の新旧関係や埋没土層などの時間間隙から，古いロー

ム層から新しいローム層に向かって，多摩・下末吉・武蔵

野・立川の 4 ローム層に区分されるなどの研究が進めら

れました．

北関東では，1946 年（昭和 21 年），相沢忠洋氏が岩宿

の切り通し（現在は群馬県みどり市）の関東ローム層露頭
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断面から，石器（細石器）に酷似した石片を発見し，日本

に旧石器文化が存在した可能性を指摘したこともあって，

ローム層の研究が進むようになりました．

1953 年には，関東ローム研究グループが組織され，こ

れに参加した多くの研究者によって，関東各地のローム層

が精力的に調査され，段丘の広域対比，第四紀の気候・海

面変動の認識等，重要な研究方法や知識体系が確立され，

全国の第四紀研究の先駆けとなりました．それらの研究成

果は大著『関東ローム―その起源と性状―』（関東ローム

研究グループ，1965）にまとめられています．

これによれば，北関東のローム層は，赤城山・榛名山・

浅間山・男体山などからの降下した火山灰や軽石によって

形成されていますが，特に重要な役割を果たしているのが

赤城山のようです．

（2）赤城火山の概要
赤城火山（地元では「あかぎやま」と呼ばれることが多い）

は，群馬県東部に広い裾野を広げる大型火山で，その噴出

物は南北約 40 km，東西約 20 km にも広がっています（写

真 1）．守屋（1968）によって詳しい研究がなされており，

形成史の概要は次のようなものとされているようです．

①�約 50 万年前に活動が始まり，標高 2,800 ｍ程の成層火

山に生長した．

②�約20万年前頃からマグマの組成がやや珪長質に変化し，

爆発的噴火が起こるようになり，火砕流や山体崩壊によ

る岩屑なだれが多発し，高さは 1,500 m 程になった．

③�約 13 万年前頃に山頂部に現在は外輪山となっている溶

岩ドーム群（黒檜山（標高 1,828 m・現在の最高峰）・駒

ヶ岳・荒山・鍋割山など）が形成された．

④�約 4.5 万年前には山頂部が陥没し，南北 4 km・東西 2 

km ほどのカルデラが形成され，カルデラ湖も形成され

た．

⑤�約3万年前には鹿沼軽石を噴出し，中央火口丘（地蔵岳・

見晴山）が形成された．

最後の噴火は，「吾妻鏡」という古文書に「建長 3 年

（1251 年・鎌倉時代）4 月 19 日赤木獄焼」という記述が
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あることから，1251 年の小噴火と言われますが，異論も

多いようです．

（3）鹿沼軽石
鹿沼軽石（KP）は約 3 万年前に赤城火山から噴出された

軽石です．噴出された軽石は，偏西風に乗って東へ流され，

栃木県から茨城県そして太平洋まで降り注ぎました．栃木

県東部の益子町付近でも，切り割りなどに見事な鹿沼軽石

層を見ることができます（写真 2）．

その分布範囲と厚さは関東ローム研究グループ（1965）

によって示されています（第 1 図）．この図から，鹿沼市

から南の栃木市にかけての辺りが，厚さ 150 cm 以上と最

も厚くなっており，また平坦な台地上に安定して分布して

おり，採掘に最も有利であることが判ります．これが鹿沼

地区で鹿沼土が採取される最大の理由でしょう．

３．いざ鹿沼市へ

インターネットで鹿沼市の鹿沼土採掘販売業者を検索し

たところ，｢（株）大張」さんがヒット，まずここを訪ねて

みました．JR 日光線の鹿沼駅の北東 1.5 km の小高い丘の

麓にある本社工場を訪ね，鹿沼土の採掘から製品にいたる

写真1 南から見た赤城山．「外輪山」（荒山・長七郎山）の間に「中央火口丘」の地蔵岳が見えます．

写真2 切り割りに現れた鹿沼軽石層(KP)・厚さは50cm程．（栃木県益子町で）

写真 1　南から見た赤城山．外輪山（荒山・長七郎山）の間に中央火口丘の地蔵岳が見えます．

写真 2　切り割りに現れた鹿沼軽石（KP）層・厚さは 50 cm程．（栃木県益子町で）
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まで概要説明を受けた後，さっそく採掘場へ案内していた

だきました．

（1）採掘場へ
採掘場は採掘が終わるとすぐに埋め戻されるため，現場

を見ることができないことも多いとのことでしたが，幸運

にも見学できました．採掘場は工場の南 5 km ほどの東北

自動車道の脇の山林でした．約 1 ha ほどの山林が切り開

かれ，重機で採掘が行われていました（写真 3 左上）．採

掘場の壁に見られる断面では，50 cm ほどの表土の下に 

2 m 程のローム層，その下に厚さ 1.5 m 程の鹿沼軽石層

が観察されました（写真 3 右上）．

採掘は重機に爪のないショベルをつけ，まず表土をはぎ

取り，脇に取り置きします．次に 2 m ほどのローム層を

採掘して乾燥場へ運搬，次にその下の厚さ 1.5 m 程の軽

石層を採掘し（写真 3 左下）乾燥場に運搬します．私達が

現場にいる間にも，トラックが 5 ～ 10 分おきに訪れ軽石

を運んでいきました．

重機のショベルによって採掘された後の面は凹凸が 

1 ～ 2 cm 程度，結構硬く締まっている（写真 3 右下）こと

もあってか，軽石層はほぼ完璧に採掘されています．重機

のオペレーターの腕前には感服させられます．

（2）乾燥場へ
鹿沼土を運ぶトラックの後を追うように，10 分ほど走

ると，大きなビニールハウスが見えてきました（写真 4 左

上）．栃木ですから，おいしいイチゴでも栽培しているの

かと思うと，ビニールハウスの脇には，先ほど採掘されて

いたロームと鹿沼軽石がそれぞれ山積みにされています

（写真 4 右上）．ここが乾燥場のようです．

乾燥場には幅 5 m，長さ 50 m 程のビニールハウスが

10 棟から 20 棟も連結・設置されています．鉄骨のフレー

ムにビニールを被せた，農業用ビニールハウスよりもやや

大きく，頑丈なビニールハウスです．中には，いちごでは

なく，先ほど採取されていたロームや軽石が一面に広げら

れていました（写真 4 右下）．

ロームや軽石は小型重機やトラクターで薄く広げられ，

時々攪拌され，大きな塊は重機に踏まれて割られ，徐々に

乾燥されていきます（写真 4 左下）．夏場は 50℃以上の炎

熱の世界となるそうです．どうしても混じり込む木の根な

どは，人手で丁寧に除去されるとのことです．ロームや軽

石は季節にもよりますが，１週間程度かけて十分に乾燥さ

第 1図　赤城火山と鹿沼軽石の分布（関東ローム研究グループ（1965）を基に作成）第1図 赤城火山と鹿沼軽石層の分布（関東ローム研究グループ(1965)を基に作成）



304     GSJ 地質ニュース Vol. 8  No. 11（2019 年 11 月）

徐ほか

写真3 鹿沼土を掘る．（左上）畑地や雑木林の中に採掘場が設置されています，
（右上）採掘場の脇に見られるローム層の断面，（左下）表土・上部ロームが見事
に剥土され鹿沼軽石層がむき出しになっています，（右下）鹿沼軽石層の産出状態．
U: 上部ローム層，P: 鹿沼軽石層

写真4 軽石・ロームの乾燥場．(左上)乾燥場の大きなビニール・ハウス，(右上)ビニール・
ハウスの脇には軽石やロームが山積みに，(左下)重機やトラクターが活躍しています，(右下)
畑を耕すように塊はつぶされ乾燥されていきます．

写真 3　�鹿沼土を掘る．（左上）畑地や雑木林の中に採掘場が設置されています，（右上）採掘場の脇に見られるローム層の
断面，（左下）表土・上部ロームが見事に剥土され鹿沼軽石層がむき出しになっています，（右下）鹿沼軽石層の産
出状態．U: 上部ローム層，P: 鹿沼軽石層

写真 4　�軽石・ロームの乾燥場．（左上）乾燥場の大きなビニールハウス，（右上）ビニールハウスの脇には軽石やロームが山
積みに，（左下）重機やトラクターが活躍しています，（右下）畑を耕すように塊はつぶされ乾燥されていきます．
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せられた後に工場へと運搬されます．

（3）工場で
工場では，十分に乾燥されたロームや軽石を，篩い分け

していきます．大きすぎる塊はほぐして再度篩へ投入して

いきます．粒の粗い物から微粉まで様々なものに分けられ

ていきます（写真 5 左上，右上，左下）．

ロームの粒状部（普通径 2 ～ 10 mm）は赤玉土として，

様々なサイズ別に袋に詰めされて出荷されていきます（写

真 5 右下）．軽石は粉状部を除去して「鹿沼土」として出

荷されていきます．小袋に詰められた製品は主にホームセ

ンターの園芸用品コーナーなどに並ぶことになります．

しかし園芸用品コーナーに並ぶのは極一部，大半は農協

や農家向けに，フレコンバッグなどで大量に出荷されます．

このほか，全国各地の園芸用土製造業者へも出荷されてお

り，年間出荷量は 25 万 m3 程になるとのことです．

４．「鹿沼土」産業の広がり

鹿沼市内には，採掘から製品販売まで行う総合的な企業

が 4 社あるほか，乾燥・製品化を行う企業，乾燥のみを

行う農家，肥料などとの混合品を製造・販売する企業など

様々な企業が多数あるとのこと，衛星写真で，周辺の乾燥

場やプラントを探してみました（第 2 図）．

この図（第 2 図）から，乾燥場や工場が鹿沼市街地の周

辺に広く分布していることが，そして特に北部の鹿沼市古

賀志町から，宇都宮市古賀志町，鹿沼市仁神堂町，台地区

にかけて多くが集中していることがわかります．かつては

市街地の周辺にもっと多くの乾燥場や工場があったに違い

ありません．鹿沼市街地が徐々に広がり，周辺部に住宅団

地や工業団地が作られた結果，現在のような分布をとるに

至ったものでしょう．

乾燥場の多くは農家の副業であったりして，決して大き

な産業ではありませんが，典型的な地場産業として，鹿沼

市の発展に大きく寄与してきたことは疑いありません．鹿

沼土の通気性，保水性，抗菌性を生かし「園芸」という産

業・伝統文化を発展させてきましたが，近年その他にも用

途が拡大してきました．その代表的事例が，化粧品です．

天然アロマ成分の安定保持（（株）ウエルシーライフラボ，

2017）や UV カット・保湿等機能性成分の安定保持（（株）

サティス，2011）に鹿沼土が活用されています．また，

再生可能エネルギーであるバイオ水素の製造プロセスに

写真5 乾燥された原土は工場へ．(左上)工場は鉄骨づくりに簡単なつくりで，ホッパーや
ベルトコンベアが並んでいます，(右上)ホッパーからベルトコンベアで篩へと繋がる赤玉
土の篩い分けライン，(左下)回転篩が主役の鹿沼土の篩い分けライン，(右下)製品によっ
ては袋詰めされパレットの上に並べられます．

写真 5　�乾燥された原土は工場へ．（左上）工場は鉄骨づくりに簡単なつくりで，ホッパーやベルトコンベアが並んでいます，
（右上）ホッパーからベルトコンベアで篩へと繋がる赤玉土の篩い分けライン，（左下）回転篩が主役の鹿沼土の
篩い分けライン，（右下）製品によっては袋詰めされパレットの上に並べられます．
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第2図 鹿沼市付近の鹿沼土乾燥場や工場の分布．
国土地理院やGoogleの空中写真から判読したも
ので，現地調査に基づくものではありません．

おける吸着剤としても使用が検討されています（Seo et al. , 

2019）．バイオ水素製造中に捨てられるエネルギーを少な

くするためには，二酸化炭素，硫化水素等の不純物処理が

不可欠です．従来は主に合成ゼオライトが利用されていま

したが（Holladay et al. , 2009），近年，より持続可能な再

生可能エネルギーの普及を目指し製造プロセスの最適化が

行われており，化学薬品より環境にやさしく製造されてい

る鹿沼土が注目されています．

皆さんも，ホームセンターや花屋さんの店頭で，鹿沼土

が売られているのを見たら，こんな風にして採掘され，精

製され，袋詰めされ，鹿沼から運ばれて来たものであるこ

とを思い出してください．

５．終わりに

今回は「鹿沼土」について，その地質学的成因，産出状

態，採掘から乾燥・篩分けをへて製品となるまでの過程な

どを紹介しました．次報では，鹿沼土（軽石）について詳

しく観察し，鉱物的な特徴を紹介し，今後期待される吸着

材などの機能性材料への利用の可能性などについて考えて

みましょう．

なお本報を取りまとめるに当たり，（株）大張の皆様に

は採掘場から製品化まで各工程を見せていただき，様々な

知見を教えていただきました．ここに記して謝意を表しま

す．

第 2図　�鹿沼市付近の鹿沼土
乾燥場や工場の分布．
国土地理院や Google
の空中写真から判読
したもので，現地調
査に基づくものでは
ありません．
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